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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日18：00～欠席者懇談会(場所：グランドサンピア　種差の間　出席者：小林･櫻田･川井)

・6月分のテキスト提出期限は5/15(木)

＜利用者様情報＞

・風穴　義信様～本日､デイケアの体験利用を実施。オリエンテーションにも理解良好で､スムーズに対応している。対応も穏やかで､他利用者へも丁寧に接している。自宅での過ごし方について､｢家に一人でいると､いろいろ考えてしまって｣｢頭がおかしくなるんですよ｣等と話しており､デイケアでは相談支援及び日中活動の場として利用したいと話している。本日より利用予定としていたが､｢体験してから決めたい｣｢生活保護の交通費補助が出てから､利用開始したい｣との相談があり､交通費補助の手続きが完了後､連絡をいただくこととした。

・寺沢　彩　様～2週間休むと話していたが､本日来所しており､面談を実施。母へ休むことを伝えたところ､｢休むくらいなら辞めなさい｣と言われたとのことで､来所している。中村与一郎様とのやり取りについて確認したところ､昨日メールで自分が言いたいこと（過度に干渉してほしくないこと､みんなの前で手を握ってきてほしくないこと等）を伝えたところ､｢ごめん｣と返事が来たと話している。また､｢次やったら警察呼ぶから｣といった内容を送ったところ､中村様より｢なんでそこまで言うのか｣｢別れる｣等と返事が来て喧嘩をしたが､友人である青木紀子様より｢言いすぎだ｣と電話で言われ､中村様に謝り､仲直りできたと話している。

｢今日､会うのが気まずい｣｢距離をどう取ればいいか分からない｣等と不安を訴えており､月曜日に振り返った内容について確認。休む前に中村様と話し合うことが必要だったことを伝えると､｢そうですよね｣と納得している。

その後､職員が同席し､寺沢様･中村様で話し合いを実施。昨日の喧嘩について､寺沢様より謝っており､仲直りできている。また､今後の距離の取り方については､月･水･金曜日の昼休みは別々で過ごすことを決めている。

また､就労について面談を実施。母より､青明舎の登録（就労支援としての）について許可が降りたと話しており､青明舎職員へ情報提供を実施。後日､登録等について相談に行っていただくこととなった。

・中村与一郎様～上記について､寺沢様と話し合いを実施。｢すごく不安だった｣｢言いたいことがあったら､言ってほしい｣等と､寺沢様へ自分の気持ちを伝えている。話し合いで仲直りし､距離の取り方について話し終えると､｢それでやってきます｣｢仲直りできて良かった｣と､安堵の表情を浮かべている。

・繁名　和恵様～胃痛を訴え､デイケアを休みたいと電話連絡があったものの､職員の説明により､来所することが出来ている。来所後は､静養室で休むことが目立ち､随時体調を確認。｢どうしても我慢できない｣と訴え､早めに帰宅している。

・清水　泰雅様～本日、外来受診後来所されている。来所時から表情の硬さが見られており、理由を確認すると、「特に何も無いです」と話している。腰痛は継続しており、整形外科から処方された痛み止めを飲んでいた時はよかったが、薬がなくなり再び痛くなったとのこと。状況を見て再受診するよう促している。また、鞄を持った状態で過ごされている為、理由を尋ねると「腰が痛いので早く帰らせてもらおうと思って」と訴え、早めに帰宅している。

・高阪　博英様～本日、担当医に青山荘やグループホームの見学について情報提供している。土地の借地代残っており、それが落ち着かないと八戸での生活は困難であると話している。本人はどのような場所なのか見てみたいと希望されている為、今後施設見学を検討していく。

・吉田　富秋様～昨日外来受診で、日中の眠気が強いと訴え、レボトミン(25)1錠→1/2錠に減薬となっている。また、右耳の後に湿疹あり、デルモゾールG軟膏1本処方されている。青風荘情報では、変薬に関して、｢いや～本当はAM5：00に起きたいんだよ｣との希望聞かれ、ＡＭ6：00起床でも日課を行うには十分である旨伝えると、｢そっかぁ…、まずは1週間様子見てみる｣と話されていたとの事。本朝は6時に起床されている。

　　　　　　　　デイケアでは、昼食後は居眠りされ休まれているが、それ以外でプログラム中の居眠りは見られていない。

・津嶋イチ子様～昨日、表情冴えない様子があり、体調確認をすると｢なんにもない｣と話されていた。倉橋様が津嶋様の体調を心配して話し掛けていたことに対して声が大きかった為、怒っていると感じた様で｢あのね、あの人が具合が悪くて怒ったのよ。｣と話されている。相手が心配してくれていた事を説明するが、理解できていない返答をしている。その後はお互いに避ける様子なく、一緒に過ごされトラブルは見られない。帰荘後はトラブルなく笑顔で交流持たれ過ごされていたとの事。

・鈴木真知子様～昨日16時頃、デイナイトケアのスタッフへ何も言わず1Ｆへ下りていき、デイケアのスタッフが気付き声を掛けると、｢お風呂に行こうと思って｣と話されている。入浴は昼食後に既に行っている。これまで、数回同様の行動が見られており、その都度説明を行っている。今後も行動の観察を行い、声掛けしていきましょう。

・山田　隆雄様～青風荘情報より、本日、朝食でスタッフが離席した際に、向かいの小向様のオムレツを盗食したと板橋利美様より情報あった為、本人に問うも、「してません」と否定されている。パン食の際はご飯のように大盛りともいかない為、どうしても足りないのであればスタッフに教えて欲しい旨を伝えてますが、何も返答がないとの事。

　　　　　　　　以前デイナイトケアでも同様の行為が見られていた為、引き続き食事の際は観察行いましょう。

・八木橋牧雄様～昨日は、酒臭は感じられないが、手指振戦は顕著に見られている。生活上の不満については「何もないよ」「大丈夫」と話しており、問題なく生活出来ているとのこと。何か不満や困った事があったらすぐに相談するように促すと、了承している。

＜事例検討＞

野月　利章　様　（31）　適応障害・軽度精神遅滞　担当医：田名部Dr

検討内容：目標立案

長期目標①現在の作業、対人技能能力を把握し、向上を図り、就労を目指していく。

　　　　②家族と円滑に交流し、衝動的な行動に至らない。

中期目標①　作業療法やＳＳＴにて、能力の向上を図る。

1- 2障害者雇用を含め、他機関を円滑に利用する。

②家族(両親、兄、祖父母)に言われた事をスタッフと共に振り返り家族の言いたいことを理解する。
短期目標①現在の作業能力や対人技能について、これまでの経過を振り返り、自分に合った仕事について把握する。

②家族との交流において、苛々感とうが生じた際、衝動行為ではなく、スタッフや友人に相談することで解消できる。
現状

・革細工を取り組んでいる。まだ評価できるところまでは進んでいない。

・SSTで、自分の発言に周囲から、「それはダメだよ」と言われると、「まだまだ未熟なんで」と、納得せずにその場面から引いてしまう事がある。

検討結果

・実施計画についても立案中。

・時間をおいてゆっくり振り返ることを繰り返す事で、自分で振り返れるようになるのではないか？

＜外来情報＞

・大釜　万知様～青山荘情報提供書にて夜の睡眠が不安定との情報あり、眠剤変薬となっている。

・平　京子　様～昨日血糖チェックを行っている。トータルカロリーは良いが、炭水化物の摂取量が多い。次回受診時、低炭水化物食について栄養指導実施予定。9月に血糖チェックを実施予定。

・本多　富美様～幻聴の訴えがある。風邪症状の訴えあり、PLと嗽薬が処方となる。

・中村　繁　様～力が入らないと訴えがある。4月の検査結果は異常がないこと伝えている。

・繁名　和恵様～中性脂肪が高い為、パンをあまり食べないよう説明している。

＜勉強会＞

緊急時対応・所在不明
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